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要旨：本研究では，寸法の大きな単一粒度骨材を用いた場合に，日常環境下の乾燥に伴いコンクリートのヤ

ング係数などが低下する現象に対する水セメント比の影響を検討した。その結果，このような現象はいずれ

の水セメント比においても生じることが明らかになった。また，モデル実験と FEM解析により，骨材寸法が

大きいと，セメントペーストの収縮拘束応力を緩和する役割を果たす遷移帯のコンクリート中での総量が少

なくなり，遷移帯全体としての剛性が見かけ上高くなるため，コンクリート内部の微細ひび割れが増大し，

乾燥収縮ひずみが小さく測定されるとの知見が得られた。 

キーワード：乾燥収縮，内部ひび割れ，単一粒度骨材，水セメント比，遷移帯，有限要素法 

 

1. はじめに 

筆者らは，既報 1),2)において，寸法の大きな単一粒度

骨材を用いた場合に，コンクリートの乾燥収縮ひずみが

小さくなり，ヤング係数が低下することを報告した。こ

こで，乾燥収縮ひずみが小さくなるのは，日常環境下の

乾燥に伴ってコンクリート内部に微細ひび割れが発生し，

それに相当する膨張ひずみとポテンシャルの乾燥収縮ひ

ずみが相殺されるためである。また，乾燥に伴って，コ

ンクリート内部に微細ひび割れが発生することは他の研

究者によっても近年報告されている 3),4),5)。 

 しかしながら，上記の現象は，筆者らの研究では，未

だ，限られた調合条件の範囲でしか確認していない。そ

こで，本研究では，まず，実験 1において，単一粒度骨

材を用いたコンクリートの水セメント比を変化させ，既

報 2)と同様の実験を行った。そして，寸法の大きな骨材

を用いた場合に，乾燥収縮ひずみが小さくなり，ヤング

係数などの力学的性質が低下する現象に対する水セメン

ト比の影響を検討した。 

 次に，本研究では，コンクリート内部に微細ひび割れ

が発生し，乾燥収縮ひずみが見かけ上小さくなる現象が，

骨材寸法が大きい場合に顕著に生じる原因について検討

した。検討にあたっては，骨材とセメントペーストの界

面に存在する脆弱層である遷移帯のコンクリート中での

総量が骨材寸法によって変化することに着目した。そし

て，実験 2において，その影響を単純化された条件下で

検討するためのモデル実験を行うとともに，そのモデル

実験を対象とした FEM解析を行った。 

 

2. 水セメント比の影響を調べるための実験（実験 1） 

2.1実験概要 

(1) 実験ケース 

 表-1に実験ケースを示す。本実験では，骨材寸法の影

響をより単純化された条件下で把握するため，既報 2)と

同様に，単一粒度骨材を用いて実験を行い，その寸法を

2 水準に変化させた。また，水セメント比（W/C）を変

化させた。なお，本報では，本実験と同一の使用材料お

よび調合の設計方針で実験を行った既報 2)の実験 2 にお

けるW/C50%の結果も含めて考察を行うこととした。 

(2) コンクリート 

(a) 使用材料および調合 

 本実験では，表-2に示すような，同一工場から入手し

た砕砂および砕石をそれぞれふるい分けて寸法 1.2～

2.5mmおよび 10～20mmの単一粒度骨材を取得した。ま

た，寸法 10～20mmの骨材を用いたコンクリートの分離

抑制を目的として，全てのケースで増粘剤を使用した。 

表-3にコンクリートの調合を示す。骨材体積比を 50% 

一定とし，W/Cを変化させた。 

 
表-1 実験ケース 

記号 W/C（%） 骨材寸法（mm） 
40-2.5 

40 
1.2～2.5 

40-20 10～20 
50-2.5* 

50 
1.2～2.5 

50-20* 10～20 
65-2.5 

65 
1.2～2.5 

65-20 10～20 
   *既報 2)より実験データを引用 

表-2 使用材料 
材料 仕様 

セメント 普通ポルトランドセメント（密度 3.16g/cm3） 

細骨材 藤原産石灰石砕砂（表乾密度 2.69g/cm3，吸水率 0.78%）

粗骨材 藤原産石灰石砕石（表乾密度 2.69 g/cm3，吸水率 0.31%）

増粘剤 セルロース系水溶性高分子化合物 

*1 名城大学大学院 理工学研究科建築専攻 大学院生 (学生会員) 

*2 名城大学 理工学部建築学科教授 博士(工学) (正会員) 

*3 矢作建設工業(株) (会員外) 
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3. モデル実
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